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購読の申し込み

０１２０-３００３９１

2
年
3
カ
月
ぶ
り
の
安
値

中
国
調
達
減

値
下
が
り
促
す

日本鋳造
素
形
材

3
工
場

コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
追
求

加

工

内
製
化

川
崎
、最
適
生
産
体
制
へ

北野鉄連会長
自
然
災
害

大
型
化

人
命
最
優
先
の
対
策
を

自
然
災
害

大
型
化

人
命
最
優
先
の
対
策
を

減
災
・
防
災
商
品
・
工
法
で
貢
献

北野会長

宝武集団

馬
鋼
集
団
を
正
式
統
合

グ
ル
ー
プ

粗
鋼
能
力

1
億
㌧
に
引
き
上
げ

鉄
連
が
税
制
改
正
要
望

法
人
実
効
税
率
引
下
げ
な
ど

傘
下
の
鄂
城
鋼
鉄

新
電
炉
工
場
建
設

年
産
能
力
150
万
㌧

豊
川
取
締
役
が

社
長
に
就
任

関
西
金
属
工
業
所

鉄
ス
ク
ラ
ッ
プ

500
―
1000
円
下
げ

東
京
製
鉄

【
シ
ド
ニ
ー
20
日
＝
正
清
俊
夫
】
原
料
炭
の
ス
ポ
ッ
ト
価
格
が
2
年
3
カ
月
ぶ
り
の
安
値
に

移
行
し
た
。
豪
州
駐
在
の
日
本
の
関
係
者
な
ど
に
よ
る
と
、
供
給
が
順
調
な
一
方
で
、
中
国
、

イ
ン
ド
な
ど
の
需
要
が
振
る
わ
な
い
と
い
う
。
特
に
市
況
の
下
支
え
役
だ
っ
た
中
国
の
調
達
減

が
値
下
が
り
を
促
し
て
お
り
、
当
面
は
安
値
傾
向
が
続
き
そ
う
だ
。
豪
州
の
生
産
者
は
豪
ド
ル

安
に
も
助
け
ら
れ
て
な
お
余
力
を
残
し
て
い
る
が
、
コ
ス
ト
高
の
米
国
勢
に
は
輸
出
減
の
兆
候

も
出
て
い
る
。
安
値
が
続
け
ば
新
規
の
炭
鉱
開
発
に
も
影
響
す
る
と
懸
念
す
る
見
方
も
出
て
い

る
。

足
元
の
ス
ポ
ッ
ト
価
格

は
1
級
強
粘
結
炭
で
豪
州

Ｆ
Ｏ
Ｂ
ト
ン
1
4
0
㌦

（
1
万
5
7
0
0
円
）
と

過
去
10
日
で
10
㌦
下
が
っ

た
。
年
初
の
2
0
0
㌦
か

ら
大
き
く
下
げ
て
き
た

が
、
2
年
前
の
豪
州
の
サ

イ
ク
ロ
ン
被
害
な
ど
で
近

年
は
比
較
的
高
値
が
続
い

て
い
た
。
2
年
前
は
4
月

に
豪
州
の
サ
イ
ク
ロ
ン
被

災
で
3
0
0
㌦
を
付
け
た

後
、
急
落
し
て
6
月
に
は

1
4
0
㌦
を
一
時
割
り
込

ん
だ
。

中
国
の
鉄
鋼
生
産
は
過

去
最
高
ペ
ー
ス
で
原
料
炭

需
要
も
強
い
が
、
原
料
炭

輸
入
は
抑
制
し
て
い
る
と

い
う
。
中
国
内
の
炭
鉱
優

遇
の
一
環
と
さ
れ
、
年
間

で
過
去
の
実
績
を
上
回
ら

な
い
よ
う
に
す
る
た
め

に
、
年
末
に
向
け
て
帳
尻

を
合
わ
せ
る
動
き
が
始
ま

っ
て
い
る
よ
う
だ
。
こ
の

ま
ま
で
は
年
明
け
の
通
関

が
可
能
な
年
末
近
く
ま
で

中
国
の
輸
入
抑
制
が
続
く

可
能
性
が
あ
る
。

中
国
の
国
内
炭
価
格
は

ト
ン
2
0
0
㌦
以
上
の
高

値
を
保
っ
て
お
り
、
従
来

な
ら
中
国
勢
が
安
値
の
輸

入
炭
に
シ
フ
ト
す
る
こ
と

で
、
国
際
的
な
ス
ポ
ッ
ト

価
格
を
下
支
え
て
い
た
。

今
回
は
支
え
を
失
っ
て
国

際
市
況
が
大
き
く
下
げ
て

お
り
、
底
は
見
え
な
い
と

い
う
。
雨
季
明
け
の
需
要

回
復
が
見
込
ま
れ
た
イ
ン

ド
の
原
料
炭
輸
入
も
景
気

の
停
滞
で
伸
び
て
い
な

い
。米

国
の
原
料
炭
輸
出
は

既
に
減
っ
て
き
て
い
る
。

豪
州
勢
は
米
ド
ル
に
対
す

る
豪
ド
ル
安
傾
向
の
な

か
、
豪
ド
ル
建
て
の
コ
ス

ト
が
相
対
的
に
下
が
り
、

現
状
の
市
況
は
ま
だ
耐
え

ら
れ
る
と
い
う
。
た
だ
、

値
下
が
り
が
続
け
ば
、
過

去
3
年
ほ
ど
の
高
値
圏
推

移
で
回
復
し
つ
つ
あ
っ
た

新
規
開
発
の
意
欲
を
く
じ

き
か
ね
な
い
と
、
中
長
期

の
需
給
に
懸
念
も
出
始
め

た
。

日
本
鋳
造
は
需
要
が
低

迷
す
る
厳
し
い
経
営
環
境

下
、
素
形
材
事
業
の
3
工

場
で
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
を
追

求
す
る
。
合
計
2
億
2
0

0
0
万
円
を
投
じ
て
、
鋳

造
を
担
う
川
崎
工
場
（
川

崎
区
白
石
町
）
と
、
鋳
鉄

製
品
を
生
産
す
る
福
山
製

造
所
（
福
山
市
鋼
管
町
）

に
機
械
加
工
設
備
を
ト
ー

タ
ル
3
台
導
入
す
る
予
定

で
、
こ
れ
ま
で
外
注
し
て

い
た
加
工
業
務
を
内
製
化

し
、外
注
費
を
抑
制
す
る
。

同
時
に
川
崎
工
場
で
は
溶

解
工
程
で
最
適
生
産
体
制

の
構
築
を
進
め
る
。
こ
の

各
施
策
を
講
じ
る
こ
と

で
、
19
年
度
に
お
け
る
全

社
製
造
コ
ス
ト
を
前
年
度

比
3
％
削
減
に
照
準
を
合

わ
せ
て
い
く
方
針
。

米
中
貿
易
摩
擦
な
ど
の

影
響
で
国
内
外
の
景
気
に

減
速
感
が
見
ら
れ
る
。
日

本
鋳
造
も
半
導
体
関
連
や

工
作
機
械
な
ど
の
需
要
が

減
少
し
、
鋳
造
品
を
主
体

に
生
産
は
減
少
傾
向
に
あ

る
。
同
社
は
中
長
期
的
な

ビ
ジ
ョ
ン
に
基
づ
き
、
18

年
度
か
ら
川
崎
工
場
、
池

上
工
場
（
川
崎
区
池
上

町
）、福
山
製
造
所
の
3
拠

点
で
生
産
性
向
上
と
コ
ス

ト
ダ
ウ
ン
に
力
を
注
い
で

い
る
。

こ
の
一
環
と
し
て
、
川

崎
工
場
で
は
、
建
設
機
械

足
回
り
部
品
を
主
体
に
手

掛
け
る
Ｎ
Ｃ
旋
盤
機
を
19

年
2
月
に
1
台
導
入
す
る

な
ど
、
至
近
2
年
間
で
約

1
億
2
0
0
0
万
円
を
投

じ
て
機
械
加
工
設
備
を
2

台
設
置
。
ま
た
加
工
設
備

の
夜
間
無
人
操
業
に
も
取

り
組
ん
で
お
り
、
19
年
度

入
り
後
は
Ｎ
Ｃ
旋
盤
機
で

ス
タ
ー
ト
し
た
。
こ
の
ほ

か
、
川
崎
工
場
は
研
究
棟

に
Ｎ
Ｃ
旋
盤
機
、
マ
シ
ニ

ン
グ
セ
ン
タ
ー
を
そ
れ
ぞ

れ
1
台
新
設
。
こ
れ
ま
で

外
部
委
託
し
て
い
た
低
熱

膨
張
合
金
「
Ｌ
Ｅ
Ｘ
（
レ

ッ
ク
ス
）」の
試
験
片
加
工

を
内
製
化
し
て
い
る
。

19
年
度
内
に
は
福
山
製

造
所
で
Ｎ
Ｃ
旋
盤
機
を
1

台
導
入
す
る
計
画
で
、
投

資
額
は
1
億
円
を
予
定

し
、
20
年
度
以
降
、
加
工

業
務
の
内
製
化
を
目
指

す
。
福
山
製
造
所
で
も
夜

間
無
人
操
業
に
よ
る
省
人

化
、
作
業
効
率
化
を
実
現

す
る
。

一
方
、
川
崎
工
場
で
は

最
適
な
鋳
造
体
制
の
構
築

を
推
進
中
。
川
崎
工
場
の

溶
解
工
程
に
は
25
㌧
ア
ー

ク
炉
1
基
、
高
周
波
炉
が

8
㌧
1
基
、
4
㌧
2
基
を

そ
れ
ぞ
れ
設
置
し
て
い

る
。
4
基
の
炉
を
活
用

し
、
作
業
工
程
を
見
直
し

た
こ
と
な
ど
で
間
欠
操
業

か
ら
連
続
操
業
に
切
り
替

え
た
。「
例
え
ば
25
㌧
ア
ー

ク
炉
に
よ
る
間
欠
操
業
に

比
べ
て
、
8
㌧
高
周
波
炉

で
の
連
続
操
業
の
方
が
コ

ス
ト
ダ
ウ
ン
効
果
は
大
き

い
。
炉
内
温
度
を
キ
ー
プ

す
る
こ
と
が
で
き
、
溶
鋼

の
ロ
ス
も
軽
減
で
き
る
」

（
鷲
尾
勝
社
長
）
と
し
、

川
崎
工
場
で
は
溶
解
工
程

に
お
い
て
最
大
10
％
の
コ

ス
ト
削
減
を
目
指
し
て
い

る
。日

本
鋳
造
で
は
川
崎
工

場
に
続
き
、
池
上
工
場
と

福
山
製
造
所
で
構
内
レ
イ

ア
ウ
ト
を
見
直
す
。
構
内

物
流
を
改
善
し
、
効
率
的

な
動
線
を
確
保
す
る
こ
と

で
生
産
性
を
高
め
る
の
が

狙
い
。
す
で
に
池
上
工
場

で
は
構
内
レ
イ
ア
ウ
ト
見

直
し
で
生
産
性
が
20
％
程

度
ア
ッ
プ
し
て
い
る
。

日
本
鉄
鋼
連
盟
の
北
野

嘉
久
会
長
（
Ｊ
Ｆ
Ｅ
ス
チ

ー
ル
社
長
）
は
20
日
の
定

例
会
見
で
、
ま
ず
「
台
風

15
号
で
被
災
さ
れ
た

方
々
、
事
業
所
、
企
業
に

対
し
て
業
界
を
代
表
し
て

お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
た

い
。
鉄
鋼
業
界
に
お
い
て

も
被
災
し
た
企
業
が
あ

り
、
そ
れ
ぞ
れ
通
常
操
業

再
開
に
向
け
て
取
り
組
ん

で
い
る
。
地
震
、
津
波
、

豪
雨
、
防
風
な
ど
の
自
然

災
害
が
大
型
化
し
て
お

り
、
人
命
最
優
先
の
対
策

を
講
じ
る
こ
と
が
重
要
」

と
述
べ
た
上
で
、
鉄
鋼
業

界
と
し
て
減
災
・
防
災
に

資
す
る
商
品
や
工
法
の
提

供
を
通
じ
て
社
会
の
安
心

・
安
全
に
貢
献
し
て
い
き

た
い
と
強
調
し
た
。

2
0
1
9
年
度
上
期
を

振
り
返
っ
て
「
米
中
貿
易

摩
擦
に
よ
っ
て
中
国
で
は

自
動
車
な
ど
製
造
業
が
失

速
し
、
イ
ン
ド
も
国
内
事

情
で
自
動
車
販
売
が
減
速

す
る
な
ど
世
界
経
済
に
つ

い
て
は
一
部
で
弱
さ
が
表

面
化
し
て
き
た
。
日
本
経

済
は
緩
や
か
な
回
復
基
調

を
持
続
し
、
自
動
車
な
ど

好
調
な
分
野
が
あ
る
一
方

で
機
械
関
連
な
ど
一
部
の

外
需
関
連
分
野
は
減
速
し

た
」
と
取
り
巻
く
環
境
を

総
括
。
日
本
鉄
鋼
業
に
つ

い
て
「
18
年
度
下
期
は
個

社
の
相
次
ぐ
操
業
ト
ラ
ブ

ル
で
全
国
粗
鋼
生
産
が
大

幅
に
落
ち
込
ん
だ
が
、
本

年
度
は
4
―
6
月
の
粗
鋼

生
産
量
が
2
6
0
0
万
㌧

と
な
り
、
年
率
1
億
4
0

0
万
㌧
の
水
準
に
復
旧
し

て
き
た
」
と
報
告
。

下
期
に
つ
い
て
は
「
世

界
経
済
は
米
中
貿
易
摩

擦
、
日
韓
問
題
、
ブ
レ
グ

ジ
ッ
ト
、
中
東
問
題
な
ど

数
多
く
の
リ
ス
ク
を
抱
え

て
い
る
。
日
本
経
済
も
消

費
増
税
後
の
急
激
な
落
ち

込
み
は
考
え
に
く
い
が
、

外
需
関
連
な
ど
の
リ
ス
ク

要
因
は
多
く
、
予
測
は
非

常
に
難
し
い
」
と
述
べ
る

に
と
ど
ま
っ
た
。

中
国
に
関
し
て
は
「
19

年
の
粗
鋼
生
産
量
は
10
億

㌧
に
迫
る
勢
い
で
、
原
料

高
の
製
品
安
と
い
う
『
新

た
な
形
の
中
国
リ
ス
ク
』

は
継
続
し
て
い
る
。
鋼
材

輸
出
全
体
は
減
少
傾
向
に

あ
る
も
の
の
鋼
板
類
は
輸

出
が
増
加
し
て
お
り
、
国

際
市
況
に
影
響
を
与
え
て

い
る
。
グ
ロ
ー
バ
ル
フ
ォ

ー
ラ
ム
な
ど
の
場
を
通
じ

て
能
力
過
剰
問
題
に
関
す

る
認
識
を
世
界
で
共
有

し
、
需
要
に
見
合
っ
た
生

産
の
必
要
性
を
訴
え
続
け

て
い
く
必
要
が
あ
る
」
と

強
調
。

サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
の
石

油
関
連
施
設
へ
の
攻
撃
に

よ
る
鉄
鋼
業
へ
の
影
響
に

つ
い
て
は
、「
施
設
損
傷
は

早
期
に
回
復
す
る
見
込
み

と
伝
え
ら
れ
て
い
る
が
、

原
油
価
格
は
乱
高
下
し
た

の
ち
攻
撃
前
を
上
回
る
水

準
で
推
移
し
て
い
る
。
油

価
上
昇
は
鉄
鋼
業
界
に
と

っ
て
コ
ス
ト
ア
ッ
プ
要
因

と
な
り
、
世
界
経
済
へ
の

影
響
も
懸
念
さ
れ
る
」
と

コ
メ
ン
ト
し
た
。

【
上
海
支
局
】
中
国
鉄

鋼
最
大
手
の
宝
武
鋼
鉄
集

団
は
19
日
、
同
業
大
手
の

馬
鋼
集
団
を
正
式
に
統
合

し
た
。
宝
武
集
団
は
重
慶

鋼
鉄
も
傘
下
に
収
め
、
グ

ル
ー
プ
粗
鋼
能
力
を
約
1

億
㌧
に
引
き
上
げ
た
。
世

界
ト
ッ
プ
を
目
指
す
宝
武

集
団
は
国
有
鉄
鋼
大
手
・

中
堅
の
追
加
統
合
を
検
討

し
、
他
の
鉄
鋼
企
業
も
官

民
含
め
合
従
連
衡
を
進
め

規
模
拡
大
に
向
か
う
。
宝

武
集
団
を
軸
に
中
国
の
鉄

鋼
再
編
は
「
こ
れ
か
ら

次
々
と
具
体
化
す
る
」（
中

国
企
業
鉄
鋼
関
係
者
）
見

込
み
だ
。

安
徽
省
政
府
が
全
数
持

つ
馬
鋼
集
団
の
株
式
の
51

％
を
宝
武
集
団
が
取
得
し

た
。
19
日
の
同
省
合
肥
市

で
の
統
合
協
議
契
約
式
で

宝
武
集
団
の
胡
望
明
副
董

事
長
と
安
徽
省
政
府
国
有

資
産
監
督
管
理
委
員
会
の

李
中
書
記
が
調
印
し
た
。

6
月
2
日
に
馬
鋼
集
団
上

場
子
会
社
の
馬
鞍
山
鋼
鉄

が
省
政
府
に
よ
る
宝
武
集

団
へ
の
株
式
の
無
償
譲
渡

を
発
表
し
て
い
た
。

宝
武
集
団
は
16
年
12
月

に
宝
鋼
集
団
と
武
漢
鋼
鉄

集
団
が
統
合
し
発
足
。
統

合
効
果
を
上
げ
、
売
上
高

を
16
年
の
3
0
9
6
億
元

（
約
4
兆
6
5
0
0
億
円
）

か
ら
18
年
に
4
3
8
6
億

元
、
純
利
益
を
52
億
元
か

ら
2
7
4
億
元
に
増
や
し

た
。
粗
鋼
生
産
量
6
7
4

3
万
㌧
と
中
国
首
位
、
世

界
2
位
。
馬
鋼
集
団
は
18

年
に
売
上
高
9
1
8
億

元
、
純
利
益
76
億
元
。
生

産
1
9
6
4
万
㌧
で
中
国

9
位
。

中
国
政
府
は
第
13
次
5

カ
年
計
画
最

終
年
の
20
年

に
8
0
0
0

万
㌧
の
鉄
鋼

企
業
を
3
―

4
社
、
4
0

0
0
万
㌧
級

を
6
―
8
社

形
成
し
、
上

位
10
社
の
全

国
粗
鋼
生
産

シ
ェ
ア
を
60

％
以
上
（
現

状
40
％
弱
）

に
高
め
る
目

標
を
持
つ
。

「
建
龍
重
工
集
団
や
徳
龍

鋼
鉄
な
ど
民
営
の
大
型
再

編
が
先
に
進
ん
で
い
る
」

（
同
）が
、政
府
は
国
有
大

手
の
統
合
を
宝
武
集
団
以

外
に
も
計
画
し
て
お
り
、

来
年
に
向
け
て
再
編
劇
が

本
格
化
す
る
見
通
し
だ
。

日
本
鉄
鋼
連
盟
は
20

日
、
2
0
2
0
年
度
税
制

改
正
に
関
す
る
鉄
鋼
業
界

の
意
見
を
公
表
し
た
。
経

済
成
長
の
原
動
力
た
る
企

業
活
動
の
活
性
化
、
競
争

力
を
確
保
す
る
と
い
う
観

点
か
ら
、
企
業
の
実
質
的

な
税
負
担
軽
減
の
実
現
な

ど
を
求
め
た
。
法
人
実
効

税
率
に
つ
い
て
、
近
隣
ア

ジ
ア
諸
国
や
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
主

要
国
の
水
準
を
踏
ま
え
て

25
％
程
度
へ
と
引
き
下

げ
、
国
際
的
な
イ
コ
ー
ル

フ
ィ
ッ
テ
ィ
ン
グ
を
実
現

す
る
よ
う
に
要
望
し
た
。

ほ
か
重
点
要
望
項
目
と

し
て
、
償
却
資
産
に
対
す

る
固
定
資
産
税
の
縮
減
・

廃
止
、
連
結
納
税
制
度
の

簡
素
化
に
お
け
る
立
法
趣

旨
の
維
持
、
地
球
温
暖
化

の
た
め
の
税
の
廃
止
、
石

油
石
炭
税
に
お
け
る
原
料

用
途
免
税
の
本
則
非
課
税

化
、
国
際
課
税
に
お
け
る

国
内
法
制
の
適
正
化
と
国

際
協
調
体
制
へ
の
取
り
組

み
を
求
め
た
。

ま
た
、
研
究
開
発
促
進

税
制
の
拡
充
、
納
税
コ
ス

ト
削
減
に
つ
な
が
る
共
通

納
税
対
応
を
含
む
効
率
化

の
さ
ら
な
る
促
進
、
非
住

宅
用
地
に
対
す
る
固
定
資

産
税
負
担
の
適
正
化
、
企

業
の
災
害
対
策
を
促
進
す

る
税
制
上
の
措
置
の
拡
充

・
恒
久
化
な
ど
を
要
望
し

た
。 【

上
海
支
局
】
中
国
で

電
炉
導
入
が
続
い
て
い

る
。
宝
武
鋼
鉄
集
団
傘
下

の
鄂
城
鋼
鉄
（
湖
北
省
）

が
年
産
能
力
1
5
0
万
㌧

の
新
電
炉
工
場
を
湖
北
省

当
陽
市
に
建
設
す
る
と
現

地
メ
デ
ィ
ア
の
中
国
冶
金

報
な
ど
が
こ
の
ほ
ど
伝
え

た
。
投
資
額
21
億
4
0
0

0
万
元
（
3
2
0
億
円

強
）。来
年
5
月
に
着
工

し
、
2
0
2
1
年
4
月
に

稼
働
を
始
め
る
。

宝
武
集
団
グ
ル
ー
プ
は

電
炉
を
17
基
保
有
し
、
う

ち
8
基
が
廃
棄
対
象
、
2

基
が
停
止
し
、
稼
働
は
7

基
。
電
炉
は
鉄
ス
ク
ラ
ッ

プ
資
源
と
鋼
材
市
場
の
あ

る
小
規
模
都
市
に
適
す
る

と
し
、
競
争
力
を
保
て
る

半
径
2
0
0
―
3
0
0
㌔

内
の
市
場
を
狙
う
。
当
陽

市
は
高
速
道
路
と
鉄
道
、

水
路
の
要
衝
で
原
料
や
製

品
の
輸
送
に
適
し
て
い
る

と
い
う
。

鄂
城
鋼
鉄
（
湖
北
省
）

は
58
年
の
設
立
で
04
年
に

旧
武
漢
鋼
鉄
集
団
の
傘
下

に
入
っ
た
。
高
炉
一
貫
製

鉄
所
を
構
え
、
粗
鋼
生
産

量
は
年
4
0
0
万
㌧
強
。

薄
板
や
広
幅
の
厚
板
、
特

殊
鋼
棒
鋼
・
線
材
を
製
造

し
て
い
る
。

磨
棒
鋼
メ
ー
カ
ー
の
関

西
金
属
工
業
所
（
本
社
＝

大
阪
府
枚
方
市
）
の
新
社

長
に
豊
川
麻
取
締
役（
51
）

が
、
9
月
21
日
付
で
就
任

し
た
。豊
川
寶
造
社
長（
80

歳
）
は
取
締
役
会
長
に
就

い
た
。
麻
氏
は
寶
造
氏
の

長
女
。

関
連
人
事
3
面

▽
豊
川
麻
（
と
よ
か
わ

・
あ
さ
）
氏
＝
90
年
3
月

甲
南
女
子
大
卒
、
同
4
月

日
商
岩

井
（
現

双
日
）

入
社
。

92
年
7

月
関
西
金
属
工
業
所
入

社
、
07
年
1
月
総
務
・
経

理
部
長
、
15
年
取
締
役
総

務
・
経
理
部
長
。
67
年
10

月
生
ま
れ
、奈
良
県
出
身
。

「
4
年
に
一
度
」
で
は
な
く
「
一
生

に
一
度
の
感
動
を
」
と
謳
わ
れ
る
ラ
グ

ビ
ー
Ｗ
杯
が
20
日
開
幕
し
た
。
全
国
12

都
市
12
ス
タ
ジ
ア
ム
で
日
本
を
含
む
20

カ
国
が
ウ
ェ
ブ
・
エ
リ
ス
杯
を
争
う
。

12
会
場
の
う
ち
、
唯
一
新
設
さ
れ
た
の

が
岩
手
県
釜
石
市
の
釜
石
鵜
住
居（
う
の
す
ま
い
）

復
興
ス
タ
ジ
ア
ム
。
あ
す
25
日
に
フ
ィ
ジ
ー
対
ウ

ル
グ
ア
イ
、
来
月
13
日
に
ナ
ミ
ビ
ア
対
カ
ナ
ダ
の

2
試
合
が
行
わ
れ
る
▼
釜
石
は
言
わ
ず
と
知
れ
た

近
代
製
鉄
発
祥
の
鉄
の
街
で
あ
り
、
自
然
に
恵
ま

れ
た
魚
の
街
で
あ
り
、
ラ
グ
ビ
ー
の
街
。
北
の
鉄

人
・
新
日
鉄
釜
石
が
1
9
7
9
年
か
ら
日
本
選
手

権
7
連
覇
を
達
成
し
て
以
来
、
ラ
グ
ビ
ー
が
地
域

の
誇
り
と
し
て
根
付
い
て
い
る
。
現
在
で
も
ク
ラ

ブ
チ
ー
ム
「
釜
石
シ
ー
ウ
ェ
イ
ブ
ス
R
F
C
」
が

地
元
を
元
気
づ
け
週
末
の
話
題
の
中
心
だ
▼
復
興

ス
タ
ジ
ア
ム
は
津
波
で
被
災
し
た
小
中
学
校
跡
地

に
新
設
さ
れ
た
。
1
万
6
0
0
0
人
を
収
容
す
る

が
、
常
設
は
6
0
0
0
席
で
他
は
仮
設
。
メ
イ
ン

ス
タ
ン
ド
の
一
部
と
最
前
列
の
青
い
座
席
は
熊
本

県
、
東
京
ド
ー
ム
な
ど
か
ら
寄
贈
さ
れ
た
座
席
で

「
絆
シ
ー
ト
」
と
称
さ
れ
る
。
釜
石
で
の
Ｗ
杯
開

催
は
さ
ま
ざ
ま
な
レ
ガ
シ
ー
を
次
世
代
の
子
ど
も

た
ち
に
継
承
し
、
地
域
の
発
展
へ
と
つ
な
ぐ
大
き

な
役
割
を
担
っ
て
い
る
。

東
京
製
鉄
は
9
月
21
日

入
荷
分
か
ら
の
鉄
ス
ク
ラ

ッ
プ
購
入
価
格
に
関
し

て
、
田
原
工
場
と
九
州
工

場
で
全
品
種
一
律
ト
ン
5

0
0
円
引
き
下
げ
た
。

ま
た
、
岡
山
工
場
と
高

松
鉄
鋼
セ
ン
タ
ー
は
、
新

断
バ
ラ
、
新
断
プ
レ
ス
Ａ

・
Ｂ
で
同
1
0
0
0
円
引

き
下
げ
、
そ
の
他
品
種
で

ト
ン
5
0
0
円
引
き
下
げ

た
。な

お
、
宇
都
宮
工
場
は

買
値
を
据
え
置
い
た
。

川
口

昭
藏
氏
（
か
わ

ぐ
ち
・
し
ょ
う
ぞ
う
＝
丸

喜
鋼
業
創
業
者
・
取
締
役

会
長
）
病
気
療
養
中
の
と

こ
ろ
、
9
月
19
日
死
去
、

89
歳
。

通
夜
は
25
日
午
後
7
時

か
ら
、
社
葬
は
26
日
午
後

1
時
か
ら
北
九
州
市
小
倉

北
区
大
手
町
5
番
5
号
の

明
善
社
大
手
町
斎
場
（
☎

0
9
3
―
5
9
2
―
1
1

5
1
）
で
行
わ
れ
る
。
葬

儀
委
員
長
は
長
男
で
同
社

社
長
の
貴
弘（
た
か
ひ
ろ
）

氏
。喪
主
は
妻
の
生
江（
い

く
え
）
さ
ん
。

ききょょううのの非非鉄鉄
銅管メーカー
下期も高稼働維持

12
面

銅管メーカーの高稼働が続いている。
最大用途の家庭用エアコンは7月の国内
出荷台数が急激な落ち込みを見せたが、
「国内の生産台数は目立って落ちていな
い」（大手銅管メーカー関係者）という。

ききょょううのの紙紙面面
建材商品5000円値上げ 2

面日鉄建材

設立20周年、鋼板分野にも進出 3
面中国民営・三宝鋼鉄集団

第4工場を開設 5
面國吉商店

■外為ＴＴＳ
（三菱UFJ銀行）
（20日10時）

ドル 109.06
ユーロ 120.87
ウォン 9.27
（参考値）
元 15.54
（参考値）
■LME相場
（現地19日セツル、㌦）

銅 5758.5
アルミ 1762.5
ニッケル 17270.0
亜鉛 2299.0
錫 16525.0
■鉄スクラップ総合価格
（円、20日調べ）
H2 23,700
新断バラ 26,100

■東証終値 （20日、円）
22,079.09 34.64⬆
日本製鉄 1,505.0
ＪＦＥＨＤ 1,299.5
神戸製鋼 582
〈7面に主要企業株価欄〉

⬇

⬆

⬆

⬇

⬆

⬆

⬆
⬆

⬇
⬇

⬆

⬇

■バルチック海運指数
現地19日 2192 ⬇
■WTI原油先物（中心限月）

現地19日 58.13 ⬆
■中国輸入鉄鉱石湾岸価格

現地17日 94.39
■中国先物市場（中心限月）

異形棒鋼 3388 ⬇
熱延鋼板 3407 ⬇
原料炭 1301 ⬇

（現地20日、単位：元）

■鉄スクラップ湾岸価格

Ｈ2 22,000―23,000
（関東地区、円、20日調べ）

MARKET

（CISA、単位：ドル）

（単位：ドル）

原料炭スポット価格

新
規
炭
鉱
開
発
へ
の
影
響
懸
念

宝武集団傘下入りした馬鋼の製鉄所

川崎工場溶解工程のもよう（出鋼）

2019.9.24


